
2019年８月26日（月）  姶良市定例記者会見資料

日時　令和元年８月26日（月）午前10時~
場所　姶良市役所本館２階　大会議室

AIRA PRESS

次回は、９月17日（火）午前10時～　市長室で開催します。

令和元年度姶良市一般会計補正予算
８億２,７２８万５千円を追加計上。

今回は
９月補正

●県で初導入。津波・大規模風水害対策車／消防業務事業
●市産はだか麦、香味豊かな麦焼酎へ／６次産業化促進事業
●「住むこと」、「興すこと」を後押し／移住定住・商店街活性化

PICK UP 補正予算から主な事業を紹介
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第25回 山田の里かかし祭り大賞「ひょっとこの親子現る／黒瀬南自治会」





納車を予定。今回の補正予算では車両のＧＰＳ

と連動した装置に位置情報のデータを事前にイ

ンプットする委託経費などを計上しています。

令和元年度姶良市一般会計補正予算（第５号）

2019年８月 定例記者会見
　一般会計予算は、歳入歳出それぞれ８億2,728万５千円の追加となり、補正後の歳入歳
出予算総額は316億9,264万9千円としています。
　今回の主な補正予算は、国・県などの補助金の交付内示に伴う経費のほか、６月～７
月に発生した梅雨前線豪雨災害の復旧費や今後の執行に必要な経費に係る予算を計上し
ています。

主な補正予算の事業概要

担当窓口 消防本部警防課　岸園　☎63-3818

　津波･大規模風水害対策車は、東日本大震災や

西日本豪雨などの大災害を教訓に総務省消防庁

が開発。平成 25 年度から無償で全国配備が進め

られています。災害時に活躍する小型水陸両用

バギーやＦＲＰ（繊維強化プラスチック）ボート

など水難救助の資機材を搭載。特に浸水した現

場での救命活動に大きな力を発揮します。

　この対策車の導入は鹿児島で初。水難救助隊

と合わせ、甚大な冠水災害時の貴重な機動力と

してその活躍が期待されています。来年２月に

県で初導入。津波・大規模風水害対策車

ピックアップ①　

小型水陸両用バギー積載対応。冠水地域災害の切り札

小型水陸両用バギー
８輪車排気量　748cc
乗車人員　陸上６人、水上４人

津波・大規模風水害対策車
排気量　5193ℓ
乗車人員　３人

ＦＲＰ（繊維強化プラスチック）ボート

関連データＰ５ №19
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担当窓口
農政課 （６次産業化促進担当）  里　☎52-1211（内線 224）
　　　 （あい裸麦生産組合担当）  徳重　 　 〃      （内線 221）

ピックアップ②

食材だけでなく、焼酎の原料として新た
な需要が期待される「はだか麦」。

麦焼酎の試作製造を進める
白金酒造。

6次産業化補助

農政課 里

食材 で く、焼酎 原料 て新
な需要が期待される「はだか麦」。

高い消費者ニーズに応えるため、安定供給が可

能なこの市産はだか麦に着目。地域に貢献した

いという社風もあり、地域資源を使った新たな

加工品の開発や販路拡大をめざしています。今

回、市の補助（姶良市 6 次産業化促進事業補助

金）を活用。生産組合と連携し、同社が持ち合わ

せる加工技術や販売ノ

ウハウを活用して継続

的な需要の向上を図り

ます。

　市も支援し、地産地消

の隆盛やはだか麦を通

じた姶良市のイメージ

アップにつながること

を期待しています。

市産はだか麦、香味豊かな麦焼酎へ
地元資源活用、あい裸麦生産組合と白金酒造㈱が連携・６次産業化

ら

ら

関連データＰ５ №13

　市では水田裏（米づくりをしない時期の水田）

の有効活用を主な目的として、はだか麦づくり

を推奨・助成しています。生産者を含む農業関

係者や地元企業などと新たな特産品や販売ルー

トも開拓中で、現在すでに味噌や焼き菓子（丸ぼ

うろ）の原料として活用されています。

　栽培面積は県内一広い 16.7ha（5万 500 坪／

平成 30年産）で、有志農家たちが結成した「あい

裸麦生産組合」の生産量は 25.2ｔと年々増加し

ていますが、供給に見合う需要の確保が課題と

なっていました──。

　白金酒造株式会社（脇元）は今年創業 150年

（明治２年創業）を迎え、その記念として今年７

月、豪州産麦を原料とした同社初の麦焼酎「白金

乃麦」をリリースしましたが、国産原料の関心が
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担当窓口 移住定住（地域政策課）  指宿 ☎66-3121
商店街活性化（商工観光課）  大迫 ☎66-3145

「住むこと」、「興すこと」を後押し

ピックアップ③

持続する移住・定住のニーズ、微増する空き店舗の活用

流入人口の創出をめざします。

　移住定住と並行して、市内で起業を希望する人

たちを後押しする制度（商店街活性化事業補助

金）を設け、空き店舗を活用した場合に家賃の一

部を支援中。過去５年間をみると小規模事業者数

（市商工会調べ）の伸びと比例して起業件数も増

加。昨年度は13店舗がオープン。特に帖佐駅～イ

オンタウン姶良周辺で開業する傾向が強いです。

　将来、人口減少に転じることを見据え、移

住・定住事業を継続的に取り組んでいます。

　中山間地域の児童増対策を軸に地域人口の維

持に取り組む市独自の支援制度（ふるさと移住

定住促進事業）に取り組んでいます。また、２

年前から東京・大阪などの移住定住フェアに市

も積極的に参入。移住勧誘や希望者の意向・動

向を直接体感し県外向けのＰＲを進め、新たな

移住・定住
（中山間地域の人口とU J I ターン対策）

商店街活性化（空き店舗家賃補助）

姶
良
市
に

住
む
。

姶
良
市
で

興
す
。

移住定住 空き店舗

補助活用の中山間地域定住者数

10人
（４）

14人
（５） ９人

（３）

H29 H30 R1
（　）は、うち小学生以下の子ども数
Ｒ1の数値は8月26日時点で、見込みも含む

※過去２年間

内訳：市内転居 9人、県内18人、県外 6人

市内小規模事業者数（折線）と
空き店舗補助活用件数（棒）の推移

※過去５年間

1,657

1,699

H30H29

3 5 7 4 13

小規模事業者数は市商工会調べ

（件）

小規模事業者…常時雇用者数20人（商業・サービス業は
　　　　　　　5人）以下

関連データＰ４ №３・４
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№ 事業名 事業概要
補正額
（千円）

新規
計上

担当部署

1 複合新庁舎建設事業 本庁舎建設に伴う周辺道路の改良に伴う、道路測
量と予備設計の経費

20,000 総務部
行政管理課

2 プレミアム付商品券事業

消費税率10％引上げに伴い、家計の負担緩和や地
域の消費下支え措置。額面25,000円の商品券を対
象者が20,000円で購入。5000円分がプレミアムと
なり、その分を国が補助。
対象者:18,700人(低所得者, 0～2歳児がいる世帯)

467,500 企画部
企画政策課

3 商店街活性化事業補助⾦
空き店舗での新規開業予定者増加見込みのため、
空き店舗家賃の補助経費
当初計上分3,000千円
今回の補正分1,922千円（5件見込み分ほか）

1,922 企画部
商工観光課

4
ふるさと移住定住促進事
業

中山間地域への移住定住の増加見込みによる補
正。
当初計上分2,500千円（3件交付確定2,474千円）
今回の補正分3,250千円（4件交付見込3,276千
円）

3,250 企画部
地域政策課

5 移住・交流推進事業

東京圏への一極集中是正のため県中心に取り組む
事業（R元年度～R６年度 ※国1/2、県1/4、市
1/4）
・単身  600千円×1件＝600千円
・世帯  1,000千円×2件＝2,000千円

2,600 企画部
地域政策課

6 防犯灯ＬＥＤ化推進事業

自治会から当初予算額を上回るLED防犯灯設置希
望分。
当初計上分10,000千円（806基※R1.8.26時点）
今回の補正分5,750千円（500基×11,500円）

5,750
市民生活部
男女共同参画
課

7
⼀般単独道路維持整備事
業

市道の路面悪化や陥没等の市民改修要望に伴う増
額道路舗装補修等（小規模補修）
姶良地区8箇所、加治木地区4箇所、蒲生地区2箇
所

13,000 建設部
土木課

8
地⽅改善施設整備事業
（道路）

国庫補助金の内示額増に伴う補正
・下水排水路整備工事（あさひ団地9号線、富士団
地13号、富士団地14号、楠園南線の４路線）

12,297 建設部
土木課

9 橋りょう維持整備事業
国庫補助金の内示額増に伴う補正
・姶良橋の橋りょう補修
※社会資本整備総合交付金事業から大規模修繕更
新補助事業へ事業組替

12,000 建設部
土木課

10 急傾斜地崩壊対策事業 県補助事業に伴う負担金増額(負担率10％)
小川内地区、弥勒地区

4,000 建設部
土木課

令和元年度 ⼀般会計補正予算（９⽉補正）の概要
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№ 事業名 事業概要
補正額
（千円）

新規
計上

担当部署

令和元年度 ⼀般会計補正予算（９⽉補正）の概要

11
現年⼟⽊施設災害復旧事
業

梅雨前線豪雨の災害復旧に伴う補正
・工事請負費  135,116千円(道路災害3件、河川災
害4件)
・土地購入費  7,443千円
・立木等補償  32千円

142,591 建設部
土木課

12 ⿓⾨滝温泉整備事業
・温泉施設改修で既存品では修繕不可能の追加工
事　17,662千円
・送水設備工事で電気ケーブルの腐食による新規
敷設など 10,408千円

28,070
加治木総合支
所
加治木地域振
興課

13 ６次産業化促進事業

はだか麦を活用した麦焼酎製造販売（白金酒造）
に対する助成計画と事業費が確定したため。当初
で100万円を計上済。
（令和元年事業費）  1,954,890円
（補助額：4/5補助）1,560千円

560 農林水産部
農政課

14 現年耕地災害復旧事業
梅雨前線豪雨の災害復旧に伴う補正
・工事請負費  17,000千円（姶良地区2箇所、加治
木地区5箇所、蒲生地区3箇所）

17,000 農林水産部
耕地課

15
森林整備・林業⽊材産業
活性化推進事業

林業・木材産業構造改革事業(国1/3)、ふるさとの
森生産性強化対策事業(国1/2)補助内示による補
正。高性能林業機械導入経費など。

37,440 農林水産部
林務水産課

16 現年林道災害復旧事業
梅雨前線豪雨の災害復旧に伴う補正
工事請負費  12,000千円(林道十二ヶ内線／延長34
ｍ)

12,000 農林水産部
林務水産課

17
スクール・サポート・ス
タッフ配置事業

文部科学省「教育支援体制整備補助金」を活用
し、10月から鹿児島県が姶良市に委託。一般非常
勤職員1人を雇用し、学校教諭の事務・業務を支援
する。

726 教育部
学校教育課

18 学校体育推進事業
県のモデル事業。教員の働き方改革（部活動指導
の時間軽減など）や部活動の充実を目的として、
部活動指導員を学校に配置する。

580 教育部
保健体育課

19 消防業務事業

総務省消防庁からの津波・大規模風水害対策車無
償配備に伴う経費。
・車両動態管理装置設定業務委託料  2,998千円
・消防デジタル無線データ設定作業業務委託料
937千円

3,935 消防本部
消防総務課

827,285歳出合計
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８月30日（金）
　　　～31日（土）
場所　総合運動公園体育館

　過去20年間、九州南部の台風接近数が最も多い
月が９月──。防災意識を高めるため、９月１日
に防災フェスタが開催されます。当日は防災・避
難・救助の情報コーナーをはじめ、自衛隊の緊急
車両展示や県警の制服試着、本市と災害協定を結
ぶ熊本県益城町も参加。熊本地震時の体験談など
の話もあります。

お問合せ 保健体育課・川畑  ☎62-2111 内線 231

主催　姶良市教育委員会
日体大剣道部が若き剣士に実技指導

イベント①

　今年は島津義弘公没後400年を記念し本市
と提携している日本体育大学から男子剣道部
監督のほか主将、副主将、県出身選手など７
人を招待。２日間、実技・指導を実施し、市
内の指導者や選手の資質強化につなげます。
　本市以外にも県内の剣道指導者など約250
人が参加予定。なお、日本体育大学と本市は
平成28年10月に「体育・スポーツ振興に関
する連携協定」を締結しています。

９月１日（日）
11：00～16：00

場所　イオンタウン姶良東街区
１階「風のコート」、屋外「さくらの広場」

お問合せ 危機管理課・鉛山 ☎66-3063

主催　イオンタウン姶良

防災を楽しく学ぶ「防災フェスタ」

イベント②

市制施行10周年記念プレイベント

姶良市体育連携推進事業（島津義弘公没後400年記念）

30日　指導者向け17:00 ～ 19:00
31日　小･中学生対象　9:15 ～ 11:30
　　　 高校生対象 13:00 ～ 15:30

東街区１階「風のコート」
  ・益城町　熊本地震パネル、資料展示
  ・防災士会　防災簡単スリッパ、買い物袋おしめ作成
  ・県防災研修センター　簡単カッパ作成、リュックの荷物詰め
  ・市社会福祉協議会　キッズ救護服試着、赤十字服で記念撮影
  ・姶良警察署　キッズ警察官制服試着
  ・あいらびゅーＦＭ　特別番組放送
  ・イオン姶良店　防災グッズ、食料展示
  ・市（危機管理課）　防災情報伝達手段のお知らせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など　

東街区屋外「さくらの広場」
  ・自衛隊、警察、消防車両展示　
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月 日 曜 会　議　別 開議時刻

3 火 本会議 10:00 議案の上程・一般質問（３）

4 水 〃 10:00 一般質問（５）

5 木 〃 10:00 　一般質問（５）

6 金 〃 9:00 　一般質問（６）

7 土 　 　 　

8 日

9 月 　  

10 火 本会議 10:00 議案質疑・委員会付託

11 水 委員会・班会 9:30 委員会（班会）審査

12 木 〃 〃 　　　〃

13 金 〃 〃 　　　〃

14 土 　 　 　

15 日 　

16 月 【敬老の日】

17 火 委員会・班会 9:30 委員会（班会）審査

18 水

19 木 予算審査特別委員会 9:30

20 金  

21 土 　 　 　

22 日 　 　

23 月 【秋分の日】

24 火 最終本会議 10:00

９

月

令和元年 第３回 姶良市議会定例会 会期⽇程
９⽉３⽇（⽕）〜９⽉24⽇（⽕）の22⽇間

予定
日　　　　　　程

委員長報告・質疑・討論・採決など
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活
用
新
料
理   

公
開
試
食
会

錦
江
湾
エ
イ

やっかいもんの を活かす試み──。
エイ

────。。。。。

海の エジビ

９月２日（月）
会場　姶良公民館２階会議室
主催　姶良市特産品協会

タイムスケジュール
14:00　 市特産品協会会長、市長あいさつ
　　   　新商品開発委員会委員長の説明 
14:20 　試食・インタビューなど 
16:00　 閉会予定

料理提供
市内飲食店５～７店
（メニュー数は各店舗１品～数品）

試食者
市長、商工会長、漁協組合長、女性部など
 

当日は報道・商品開発関係者のみの試食会となります。 
試食会窓口　市特産品協会　山崎　☎090-2504-68908
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